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新しい見方・考え方 消すことができない痣を泣くほどに気に病む我が
子に向かって、このお母さんの言葉は完璧です。 
思わず「お母さんのバカ・・・」という抗議をし

ても、「私の子のしるし」という一言で、Aくんは
ずっこけてしまっています。 

 
家庭教育での言葉の力です。 
 
このすばらしい一言が生まれてくるまでにお母さ

んが味わってきた人知れぬ苦悩の深さを知った時、
Aくんは本当の幸せと喜びに気づきます。 
このことは、「お母さんもなやんでいてくれてい

たなんて、うれしくなりました」という言葉に表れ
ています。お母さんとのやりとりを通して得た、新
しい見方・考え方は、Aくんにとって一生を支えて
いく力になっていくことと思います。 
 
 さて、学校では、児童の様々な交友関係のトラブ
ルがあります。 
 私たち教員は、そのケースごとに、当該児童や学
級級全体に指導をしていますが、同時に、個に応じ
た教育相談も行っています。そこでは、必要に応じ
て、まさにこの作文のごとく、新しい見方・考え方
を示すことも行っています。 
 『切り替えられる強さ』を育んでいきたいという
思いです。 

 

 

 

 

１０月・１１月の一場面 

ぼくはお母さんの子 
              A くん（２年生） 

 
ぼくの足のうらには、あざがあります。左足の太もも

のうらで、半ズボンをはくと、ちょうど見えるところで
す。今まで、だれも、あざのことを言う友だちはいなか
ったので、すっかりわすれていたのに、２年生になって、 
「足にきたないものつけている」 
と言われて、気になりはじめました。何度も言われると、 
「ぼくは、きたなくないよ」 
と言いかえそうと思いました。でも、声にならなくて、
くやしくて泣きそうになりました。家に帰って、 
「お母さんのバカ。なんでぼくの足にへんなものつけて
生んだんだ」 
と言うと、お母さんは、あっけらかんと 
「あっ、足のあざのこと。あれはお母さんの子どものし
るしなんよ」 
と言ったので、ぼくは、ずっこけました。そして、お母
さんは、あざのことを話してくれました。 
 弟２人にも、同じようなあざがあること。（弟の）Ｂは、
ぼくと反たいの右足だけど、はだの色が黒いから、あま
り目立たない。（別の弟の）Ｃは、色が白いから、みんな
にわからないように、おなかに、うすいちゃいろのあざ
になっていること。 
 いろいろ話しながら、弟たちの足や、おなかを見ると、
だんだんこころがおちついてきました。話をしていて、
一ばんうれしかったのは、お母さんにも赤ちゃんのおし
りみたいな青あざがあるということでした。一ばんわら
えたのは、ぼくのあざを見つけた時のお母さんのようす
です。 
 生まれてすぐに気づかなかったぼくのあざを見つけ
た時、お母さんは 
「どうしよう。紙オムツのテープがくっついてとれなく
なって、あとになっちゃった。」 
と思ったそうです。おちついて考えると、そんなことあ
りえないのに、あわてもののお母さんです。弟たちが生
まれて、２人ともあざがあった時、今どは何かびょう気
かもしれないとかなしくなったそうです。 
ぼくだけでなく、お母さんもなやんでいたなんて、うれ
しくなりました。 
「地しんがあったって、はなればなれになっても、この
しるしがあれば、お母さんの、A たちをすぐにみつけて
あげるからね。」 
と、とくいに言うお母さんを見ていると、友だちに言わ
れてくやしかった気持ちは、どこかにふっとんでいきま
した。 
 今ど、何か言われたら、 
「くやしかったら、あざをつけてみろ。」 
と言ってやろうと思いましたが、 
「これは、ぼくのうちの子どものしるしなんだ。いいだ
ろう。」 
と自まんしたくなりました。 

  
（朝日全国小学校低学年作品コンクール入選作） 

A/B/C の表記修正は津田 

11 月全校朝会（表彰） 
 作品展・小体会 
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校外学習 
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